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新年あけましておめでとうございます。
　新しい米子市が誕生してから３
度目の正月を迎えることとなりま
した。この間、「新市の一体性の確
保」と「市民との協働のまちづくり」
を基本理念とし、皆様のご理解と
ご協力をいただきながら、新たな
都市づくりを進めてまいりました。
　昨年は、新市の歴史・文化ネッ
トワークの構築を目指す「伯耆の
国よなご文化創造計画基本計画」、
市民参画・協働によるまちづくり
の具体的な取組を盛り込んだ「米
子市市民参画・協働推進計画」、今
後10年間の地域水道ビジョンとな
る「米子市水道事業基本計画」、地
域福祉推進への住民参加等を理念
とする「米子市地域福祉計画」など、
市民生活に関わりの深い重要な計
画がスタートする年となりました。
　また、我が国の経済は戦後最長
の景気回復基調にあると言われて
おりますが、企業間、地域間で格
差があり、地方自治体では、国の
歳出削減等によりかつてないほど
の厳しい財政状況にあります。本
市でも、昨年はごみの有料化、使
用料・手数料の見直し、技能労務

職員の職種転換など、行財政構造
の改革のため避けては通れない課
題の解決に全力で取り組んでまい
りました。
　今年は、平成17年度から平成21
年度までを計画期間とする「行財
政改革大綱」を完遂するための重
要な年になると考えております。
また、住民自治に基づくまちづく
りの基本原則を定める「自治基本
条例」の制定、中心市街地の活性
化を推進するための「米子市中心
市街地活性化基本計画」の策定な
ど、まちづくりの基幹となる重要
プロジェクトを進めてまいること
にしております。
　市民一人ひとりが、豊かな自然
を享受しながら働く場があって、
希望と誇りを持って充実した生活
を送ることのできる「生活充実都
市・米子」を目指し、引き続きま
い進する所存でございますので、
皆様のご支援ご協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。
　新しい年が皆様にとりまして良
いお年でありますよう心からお祈
りいたしまして、新年のごあいさ
つといたします。
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明けましておめでとうございます。
　平成20年の新春を迎え ､ 市民の皆
様に謹んで新年のご挨拶を申し上げ
ます。
　市民の皆様には、平素より議会活動
並びに市政運営に対しまして暖かいご
支援、ご協力を賜り、衷心より厚く御
礼申し上げます。
　本年も、米子市のさらなる発展のた
めに、旧年に倍するご支援 ､ご協力を
賜りますようお願い申し上げる次第で
ございます。
　昨年を振り返ってみますと、国内に
おいては、衆参逆転により混迷する政
局、若干の景気回復の兆しが見えるも
のの、原油価格の高騰による影響等で、
引き続き先行き不透明な経済状況や、
幼い子どもや親族が犠牲になる痛まし
い事件の多発など、また国外において
も、イラクを始めとする中東地域の不
安定な状勢、なかなか進展しない拉致
被害者の救出や沈静化しないテロ行為
など、国内外ともに非常に厳しく不安
定な一年でありました。
　このような中、地方自治体を取り巻

く状況も、年々厳しくなる財政事情と
急速に進む少子・高齢化などを背景に、
行財政改革を始めとする重要な課題が
山積する、誠に厳しい状況であります
が、このような時こそ、市政に携わる
者が一丸となって英知を結集し、効率
的な行財政運営によって市民生活向上
のための施策を充実させていく必要が
あると認識いたしております。
　市議会といたしましても、市民の皆
様の声に耳を傾け、社会の変化に伴い
複雑化、多様化する行政需要を的確に
把握し、その声を市政に反映させてい
くとともに、より開かれた市議会を目
指して、さらなる努力と研鑚を重ね、
皆様の負託にこたえるべく決意を新た
にいたしておりますので、本年も議会
活動に対しまして、暖かいご支援、ご
協力を賜りますよう、よろしくお願い
申し上げます。
　年頭にあたり、米子市のさらなる発
展と市民の皆様のご健勝、ご多幸をお
祈り申し上げまして、新年のご挨拶と
いたします。
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米子市みんなできれいな住みよい
まちづくリ条例施行（７月）

吸い殻や空き缶、紙くずなど
のごみのポイ捨てや、飼い犬
や飼い猫などのふんの放置を
禁止した「米子市みんなでき
れいな住みよいまちづくリ条
例」を、７月１日から施行し
ました。
（８ページに関連記事掲載）

米子消防署
新庁舎完成

（３月）

冨士見町の米子消防署新庁
舎が、３月末に完成。

淀江地区ＣＡＴＶ放送開始（４月）
新市の一体化を推進
すべき事業として、前
年度、淀江町地域への
ケーブルテレビ網の
拡張整備を行ない、４
月からケーブルテレ
ビの配信・インター

ネット・ＩＰ電話の利用・将来的な防災関連などの、
行政サービスの提供による情報の共有化が可能になり
ました。

ごみの有料化スタート（４月）
平成19年４月から、「可燃ごみ」と「不燃ごみ」の有料化がスター
トしました。
有料化は、ごみの排出抑制や再資源化によってごみの減量化を
図るための、非常に効果的な手法のひとつです。上半期（４月
～９月）の可燃ごみの排出量は、前年と比べ、約15パーセント
減少しました。

伯耆の国よなご文化創造計画
基本計画策定（３月）

この計画は、伯耆の国よな
ごの文化を大切にし、育み、
発信し続けるまち ・恵まれ
た自然と調和し、個性的な
文化が息づいているまち ・1
人ひとりの市民が文化の豊
かさを実感できるまち 、と
いう将来像を目標に、文化
のまちづくりを推進するも

のです。「新市まちづくり計画」における重点プロジェ
クトに掲げられ、また、「新米子市総合計画（米子いき
いきプラン）」の施策の大綱にも位置づけられています。

米子市地域福祉計画始動（４月）

この計画は、米子市民にもっとも身近な行政である米
子市が、地域福祉推進の主体となる地域住民の参加に
より、地域における生活上の解決すべき課題を明らか
にし、その課題解決のためのサービス内容や役割分担
と協働の方法を示したもので、昨年12月に策定されま
した。今年はその計画に基づき、さまざまな取組が始
まりました。

平成19 年は皆さんにとってどんな年でしたで
しょうか。この１年を振り返り、市政の主なで
きごとを選んでみました。

（順不同）



「中海市長会」発足（７月）
中海圏域の米子、境港、松江、安来の四市で「中海市
長会」を発足させました。県境を越えて、四市が共同
で行政分野の事業推進を図るだけでなく、官民の連携
を進めていくことなども視野に入れられており、中海
圏域のますますの発展が期待されています。

よなご市民債を発行（11月）
新学校給食センターの施設整
備にあたり、市民のみなさん
に資金の提供者となっていた
だく住民参加型市場公募地方
債「よなご市民債」を発行し
ました。
発行総額は２億円。発売前に

は市長も街頭でＰＲ。ご好評をいただき、発売開始から２
日間で完売しました。
なお、新学校給食センターは６月に着工しました。

米子市市民参画・
協働推進計画策定（８月）

米子市が目標としている「市民との協働によるまちづくり」
を推進していくため、「米子市市民参画・協働推進計画」
を策定しました。
今後、この計画に基づき、市民参画の一層の推進と、市民
と市民、市民と行政の協働のための環境整備を進めていき
ます。（８ページに関連行事掲載）

米子市水道事業基本計画策定（９月）
米子市は、水道を利用さ
れているお客様に、災害
に強く安定的に安心して
蛇口から飲める水道水
を、今の料金で送り続
けるため、平成20年から
10年間の水道事業基本
計画をまとめました。ま
た、諸情勢の変化にも迅

速に対応し、適切に事業運営を行なうため、３年ごとの
検証も行ないます。

「Challenged アクアスロン
 in 皆生」開催（10月）

日本のトライアスロ
ン発祥の地、米子市
皆生。この地で、ス
ポーツの新たな歴史
が始まりました。全
国で初めての、障が
い者による水泳・ラ
ンニングの複合競技
大会「Challenged アクアスロン大会」が、10月8日（体
育の日）に開催されました。

崎津住宅団地で「和牛博覧会
inとっとり」開催（10月）

10月11日～14日、米子市崎津住宅団地をメイン会場に、「和
牛博覧会 in とっとり（第 9回全国和牛能力共進会）」が開

催されました。和牛関係者のほか、市
民の皆さんや全国から来られた多くの
方に、鳥取県の、そして米子の食・文
化・観光などの魅力を味わっていただ
きました。
また、大成功の裏には、多くのボラン
ティアスタッフの支えも
ありました。

2007年主要ニュースは 12月10日現在
で選定したものです。



税制改正のお知らせ
所得税で控除しきれなかった住宅ローン控除を住民税で控除します

税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除額が減る場合があります。平成18年末までに入居し、所
得税の住宅ローン控除を受けている方で、所得税から控除しきれなかった額がある場合は、翌年度の住民税 (市民税・県民税 )
から控除できます。
◆対象となる方　平成11年から平成18年末までに入居し、平成19年分以降の所得税において住宅ローン控除の適用がある
方で、次の（1）（2）のいずれかに該当する方。
(1) 税源移譲により所得税が減少する結果、住宅ローン控除可能額が所得税額を上回り、控除しきれなくなった方
(2) 税源移譲前から住宅ローン控除可能額が所得税額を上回り、控除しきれない分があったが、税源移譲によりその控除し
きれない分が大きくなった方
◆計算方法　［ 次の (1) と (2) のどちらか小さい額 ］－［ 税源移譲後の税率で算出した所得税額（住宅ローン控除前） ］
(1) 所得税の住宅ローン控除可能額
(2) 税源移譲前の税率で算出した所得税額（住宅ローン控除前）
◆申告方法　対象となる方は、毎年３月15日（平成20年は３月17日）までに、「住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出
してください。申告書は市役所課税課・市役所淀江支所・米子税務署で配布します。
所得税の確定申告を行なう方　⇒　所得税の確定申告書とともに税務署へ提出
所得税の確定申告を行なわない方　⇒　源泉徴収票を添付して市区町村へ提出＊

地震保険料控除が創設されました
損害保険料控除が改組され、地震保険料控除が創設されました。
なお、経過措置として、平成18年末までに締結した長期損害保険契約（保険期間が 10年以上で、満期返戻金を支払う旨の
特約のある契約）に係る保険料については、従前の損害保険料控除が適用されます。
次により計算した金額が控除額となります。（ひとつの契約に地震保険料控除と旧長期損害保険料控除の両方が含まれる場
合は、どちらかを選択となります。）

（１）地震保険料
支払った保険料 控除額（住民税）
50,000円以下 支払保険料÷２
50,000円超 25,000円

（２）旧長期損害保険料
支払った保険料 控除額（住民税）
5,000円以下 全 額

5,000円を超え 15,000円以下 支払保険料÷２＋ 2,500円
15,000円超 10,000円

（１）と（２）の両方がある場合は、それぞれの方法で計算した金額の合計額（最高 25,000 円）となります。
なお、上記金額は住民税の控除額であり、所得税の控除額とは異なります。

住民税の老年者非課税措置廃止の経過措置がなくなります
65歳以上の方（昭和15年１月２日以前生まれで、前年の合計所得金額が125万円以下の方）に適用されていた非課税措置が、
少子高齢化が急速に進行するなかで、年齢に関わらず公平に税負担を分かち合う観点から、平成17年度をもって廃止されま
した。
平成18年度には税額の２／３、平成19年度には税額の１／３が減額されていましたが、平成20年度にはこの経過措置がな

＊住宅借入金等の年末残高合計額の記載
　が必要ですので、ご確認ください。



税制改正のお知らせ

住民税や所得税等の申告相談
米子コンベンションセンターと市役所淀江支所で申告相談を行ないます。場所・期間（土、日、祝日を除く）をご確認
のうえご来場ください。

［米子コンベンションセンター］　米子税務署との合同相談で、受付時間は午前９時～午後４時です。
　●２月１日（金）～ 15日（金）　場所…５階会議室　※この期間は年金所得、給与所得の還付申告となります。
　●２月18日（月）～３月17日（月）　場所…２階国際会議場
［市役所淀江支所　２階大会議室］　受付時間は、午前９時～11時　午後１時～４時です。
　◎年金所得、給与所得だけの申告相談日
　　●２月18日（月）～ 20日（水）
　◎農業所得等、事業所得の申告相談日（地区ごとに相談日を決めています。）
　　●淀 江地区…２月21日（木）～ 26日（火） 
　　●大 和地区…２月27日（水）～３月３日（月） 
　　●宇田川地区…３月４日（火）～７日（金）
　※淀江支所での相談は混雑が予想されますので、なるべく米子コンベンションセンターにお出かけください。

■問い合わせ　課税課市民税係（☎２３－５１１４）　　米子税務署（☎３２－４１２１）

税源移譲時の年度間の所得変動に係る経過措置が設けられます
税源移譲は、所得税(平成19年分)と住民税(平成19年度分 )の間で行なわれました。

平成18年、平成19年中の所得に大きな変動がない場合、税源移譲によって平成19年度住民税が増えても、その増えた分が

平成19年分所得税から減ることで所得税と住民税の負担額の合計が変わらないように制度設計されています。

しかし、退職などの理由により平成19年中の所得が大幅に減ることによって所得税が非課税になった場合、調整すべき金額

を所得税から差し引くことができなくなってしまいます。

そこで、このような年度間の所得変動に伴う負担増を調整するため、平成19年度の住民税を税源移譲前の額まで減額する経

過措置が設けられます。

◆対象となる方
平成18年分の所得税は課税されたが、平成19年分の所得税が課税さ

れない方で次の①、②の両方に該当する方。

※平成19年中に亡くなられた方や海外へ転出されて平成20年１月１

日現在国内に居住されていない方は、この経過措置は適用されません。

◆計算方法
平成19年度の住民税について、「税源移譲後の税率を適用し、調整控

除を行なった後の税額」から「税源移譲前の税率を適用した税額」を

差し引いた額を減額します。なお、すでに納付済の場合は還付します。

◆申告方法
平成20年７月１日から平成20年７月31日までに、平成19年１月１日

現在の住所所在地の市区町村へ申告書を提出する必要があります。（申

告書は平成20年６月から配布予定です。）

住民税と所得税の人的控除額の差
所得控除区分 住民税 所得税 差額

基礎控除 33万円 38万円 ５万円
障害者
控除

普通障害 26万円 27万円 １万円
特別障害 30万円 40万円 10万円

寡婦控除
寡婦 26万円 27万円 １万円

特別寡婦 30万円 35万円 ５万円
寡夫控除 26万円 27万円 １万円
勤労学生控除 26万円 27万円 １万円
配偶者
控除

一般配偶者 33万円 38万円 ５万円
老人配偶者 38万円 48万円 10万円

配偶者
特別控除

配偶者の合計所得
金額が 38万円超
～ 40万円未満

33万円 38万円 ５万円

配偶者の合計所得
金額が 40万円以
上～ 45万円未満

33万円 36万円 ３万円

扶養控除

一般扶養 33万円 38万円 ５万円
特定扶養 45万円 63万円 18万円
老人扶養 38万円 48万円 10万円
同居老親等 45万円 58万円 13万円

同居特別障害者加算 23万円 35万円 12万円



償却資産をお持ちの方は申告してください！
償却資産は固定資産税の対象になります。米子市内で事業を行ない、下の表にあるような償却資産（事業用資産）を所有さ
れている方（他へ貸し付けておられる方も含む）は、平成20年１月１日現在の資産状況について、１月31日（木）までに課
税課または淀江支所市民生活課に申告書を提出してください。
また、前年中に資産の異動がない場合、減価償却を終えている場合、廃業・休業された場合、資産がない場合も申告が必要です。

種 類 資産の例示

1 構築物 門、塀、煙突、ほ装路面（構内･駐車場等）、広告塔、庭園（花だん･植木を含む）、簡易間仕切り、店舗改装、
建物附属設備、賃借人が設備したもの など

2 機械及び装置 土木機械、建設機械、印刷機械等の各種機械装置、製造機械、輸送用機械器具 など
3 船舶 貸しボート、モーターボート、釣船、曳船 等
4 航空機 飛行機、ヘリコプター など
5 車両及び運搬具 大型特殊自動車 (分類番号が０又は９で始まるもの )、自転車、リヤカー、荷車、構内運搬車 など

6 工具、器具及び備品 事務机、椅子、応接セット、テレビ、陳列ケース、冷暖房機、コンピュータ、自動販売機、看板、ミシン、
ロッカー、その他事務用備品 など

■問い合わせ　課税課 家屋償却資産係（☎２３－５１１６、２３－５１１７）

身体に重度な障がいがある方の投票方法
◆郵便による不在者投票について
　次の方は、郵便による不在者投票ができます。
①身体障害者手帳をお持ちの方で、
　両下肢･体幹･移動機能の障がい…一級か二級
　の方。
　心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸
　の障がい…一級か三級の方。
　免疫の障がい…一級から三級の方。
②戦傷病者手帳をお持ちの方で、
　両下肢・体幹の障がい…特別項症から第二項症
　の方。
　内臓機能の障がい…特別項症から第三項症
　の方。
③介護保険の要介護状態区分が ｢要介護５｣ の方。
◆郵便による不在者投票における代理記載制度
郵便による不在者投票のできる条件に該当する方
で、さらに…
・身体障害者手帳に、上肢または視覚の障がいの
　程度が一級の記載がある方
・戦傷病者手帳に、上肢または視覚の障がいの程
　度が特別項症から第二項症と記載のある方…
は、事前に米子市選挙管理委員会に届出られた方
が代わりに記載することで投票ができます。（代
理で記載できる方は選挙権のある方に限ります。）
◆郵便による不在者投票の手続きには…
①前もって郵便等投票証明書の交付手続きが必要
　です。
②投票用紙の請求は、上記の証明書を添え、投票
　日の４日前までに選挙管理委員会へ届くことが
　必要です。
■問い合わせ
　選挙管理委員会 (☎２３－５３４６)

みんなが主役！協働のまちづくり講演会
「協働まちづくり」とは、米子に生きるだれもが充実感を得て元気に
なれる暮らしづくりを、互いに支え合う社会の仕組みを創るキーワー
ドです。そのためには、まちづくりの主役である市民の皆さんと行政
が一緒になって「協働の意味」と「協働のこころ」をよく理解するこ
とが大切です。この講演会は、米子市自治連合会と米子市が協働して
実施することで、「協働のまちづくり」のスタートを宣言するものです。
多くの市民の皆さんの参加をお待ちしています。入場無料です。
と き　２月３日（日）午後１時30分～４時45分
ところ　米子市公会堂大ホール
講演　・「まちづくりを進める権利としての協働」　松

まつもと

本城
し ず お

洲夫さん
　　　・「住民自治基本条例と協働のまちづくり」　松

まつした

下　啓
けいいち

一さん
※駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。
■問い合わせ　協働推進課（☎２３－５３７１）

「米子市自治基本条例（仮称）策定委員」2月から募集開始
平成20年度から「米子市自治基本条例（仮称）」を、市民の皆さん
と一緒に作っていくため、策定委員を募集します。くわしくは、「広
報よなご」２月号、「米子市ホームページ」などでお知らせします。

「ちょっとまった！ごみのポイ捨て」
みんなできれいなまちづくり

みんなで環境美化を図り、きれいな住みよいまちづくりを推進
するため、「米子市みんなできれいな住みよいまちづくり条例」
を平成19年７月１日から施行しています。
この条例の規定により、平成20年１月１日からは、吸い殻、空
き缶などの「ポイ捨て」や、飼い犬などのふんの放置について、
市職員の指導等に従わない方に対して、過料（２万円以下）を
科す場合があります。適用される場所は、米子市全域の道路や
公園などの公共の場所です。
■問い合わせ　環境政策課（☎２３－５２５６）



広告主を募集します
「平成20年度ごみ分別収集カレンダー＆健康ガイド・国保ガ
イド」に掲載する企業広告を募集します。
募集期間　４日（金）～ 23日（水）
掲載スペース　１スペース…縦2.5 センチ、横20センチ
　　　　　　　（全６スペースを募集）
掲載料　１スペース…10万円

応募資格　『米子市市有財産
への広告掲載等に関する要
綱』に適合する者
■くわしくは、環境政策課
（☎２３－５３００）にお問
い合わせください。

鷲見三郎顕彰事業

「米子ユースオーケストラ」参加者募集
ヴァイオリン教育に情熱を注
がれた故鷲見三郎氏を顕彰す
るため、演奏団体・学校の枠
を越えた「米子ユースオーケ
ストラ」を編成し発表会を開
催しますので、その参加者を
広く募集します。
対 象　小学生から大学生まで約 90 人
楽 器　弦楽器・管楽器
曲 目　ラヴェル編曲 ｢展覧会の絵 ｣より　ほか
合同練習日　２月 24 日 ( 日 )、３月２日 ( 日 )・９日 ( 日 )・
15日 ( 土 )・16日 ( 日 )・23日 ( 日 )・29日 ( 土 )
募集締切　31日 ( 木 )
演奏会　３月30日（日）午後２時開演
会 場　米子市文化ホール　メインホール
参加費　無料
申込・問い合わせ　米子市文化ホール（☎３５－４１７１）

なかよし学級児童を募集します
対 象　平成20年度に米子市内のなかよし学級開設校に
通学する１年生から３年生までの
児童で、放課後保護者が不在の家
庭のうち、入級を希望する児童
学級定員　40人
募集要項　新１年生については、各小学校の就学時健康
診断で配布しています。お持ちでない方は、児童家庭課、
各なかよし学級でお受け取りください。
新２年生、新３年生については、学校より直接配布します。
なお、新２年生、新３年生のうち、継続して利用を希望
する場合も、新たに入級申込みが必要です。
※崎津なかよし学級は 2 月に募集します。
申込期限　31日（木）
申込場所
入級を希望する各なかよし学級（和田、大篠津を除く）
※冬休み中は午前９時～午後５時、それ以外は午後１時
～５時で、いずれも土曜日、日曜日、祝祭日を除きます）
問い合わせ　児童家庭課（☎２３－５１３５）

第４回ビッグシップ探検ツアー
普段目にすることのできない施設の舞台裏を公開します。
とき　２月２日（土）午後１時30 分～４時
募集期間　21日（月）まで（当日必着）
参加費　無料
応募方法　はがき、FAX、来館にて
応募条件　小学生以上（小学生は保護者同伴）
募集人数　60人
申込・問い合わせ　米子コンベンションセンター探検ツアー係
〒 683-0043　末広町 294
☎３５－８１１１
FAX３９－０７００

水道管にも冬じたくを
　気温がマイナス３度前後になると、水道管や蛇口が凍って水が出なくなったり、水道管が破裂したりすることがありま
す。もう一度ご家庭の水道管を点検して、凍結による災害を予防しましょう。
●特に注意しなければならないのは…むき出しになっている水道管、風当たりの強いところにある水道管や蛇口、屋外に
　ある水道管や蛇口などです。
●凍結を防ぐには…一般的には、厚さ20ミリの保温材を確実に装着することで防げます。凍結させたくない場合は、自
　動ヒーター付保温帯を装着すれば凍結しません。保温材の装着は水道局の指定工事店にご相談ください。
●凍結して水が出ないときの応急処置は…蛇口にタオルを巻き、その上からぬるま湯をゆっくりかけながら溶かしてくだ
　さい。熱湯をかけると蛇口や水道管が破裂することがありますので、注意してください。
●水道管が破裂してしまったら…止水栓かメーターボックスの中のバルブで水を止め、水道局か指定工事店に修理を申
　し込んでください。いざというとき慌てないように、普段からメーター位置やバルブ、止水栓の位置を確認しておき
　ましょう。

■問い合わせ　水道局給水維持課（☎３２－６１１１）



幸せな社会づくりをめざして
「
犯
罪
被
害
者
等
に
関
す
る

国
民
意
識
調
査
」
か
ら

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
毎
日
は
、
私

た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
し
か
し
、
あ

る
日
突
然
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
被
害
者
に

な
っ
た
と
き
、
幸
せ
に
生
き
る
権
利
が
一
瞬

に
し
て
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
４
月
、
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、

犯
罪
な
ど
で
被
害
を
受
け
た
人
や
そ
の
家

族
、
遺
族
の
権
利
を
保
護
し
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
国
、
地
方

公
共
団
体
、
国
民
の
責
務
が
明
確
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
被
害
者
を
取
り
巻
く
現
状

に
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。　

平
成
19
年
５
月
、
内
閣
府
か
ら
出
さ

れ
た
「
犯
罪
被
害
者
等
に
関
す
る
国
民
意
識

調
査
」
の
結
果
に
よ
る
と
、
被
害
者
に
対
す

る
国
民
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
と
実
態
に
は
、
次

の
よ
う
に
大
き
な
差
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

○
多
く
の
国
民
が
「
犯
罪
被
害
者
等
は
多
様

な
支
援
を
受
け
て
い
る
」
と
感
じ
て
い
る
の

に
対
し
、
被
害
者
は
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
特
に
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
精
神
面
で
の
ケ
ア
に
つ
い

て
は
、
国
民
の
約
70
％
が
「
ケ
ア
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
」
と
考
え
て
い
る
が
、

ケ
ア
を
受
け
た
と
感
じ
て
い
る
被
害
者
は
わ

ず
か
約
12
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

植田正治　《水道橋風景》　1932 年制作
ゼラチン・シルバー・プリント /printed in 1990
17.6 × 22.4( センチ )　米子市美術館蔵
©Shoji Ueda Office

○
被
害
直
後
に
身
近
な
人
が
で
き
る
支
援

…
国
民
の
半
数
以
上
が
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

等
へ
の
配
慮
」
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る

の
に
対
し
、
被
害
者
自
身
が
最
も
必
要
と

し
て
い
る
も
の
は
「
事
件
に
つ
い
て
の
相

談
相
手
」。

　

ま
た
、
家
族
の
命
を
奪
わ
れ
る
、
け
が

を
す
る
、
物
を
盗
ら
れ
る
と
い
っ
た
直
接

的
な
被
害
だ
け
で
な
く
、
捜
査
や
裁
判
で

の
精
神
的
な
負
担
や
、
周
囲
の
心
な
い
噂

に
よ
る
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
二
次
的
な
被
害

に
苦
し
め
ら
れ
る
と
い
う
実
態
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
意
識
の
ズ
レ
を
解
消
し
、

犯
罪
被
害
を
受
け
た
人
々
の
置
か
れ
て
い

る
立
場
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
被
害
者

や
そ
の
家
族
が
穏
や
か
な
生
活
を
取
り
戻

す
た
め
に
自
分
に
は
何
が
で
き
る
か
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

『
突
然
被
害
者
に
な
っ
た
と
き
、
自
己
の

対
応
と
社
会
の
支
援
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
』（
人
権
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、「
く
ら
し
の

情
報
（
11
ペ
ー
ジ
）」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23―

５
４
１
５
）

《水道橋風景》　植田正治
　1931年の春、米子中学校（現・米子東高）を卒業したばかりの植田は、
地元の写真クラブ「米子写友会」に入会しています。当時写友会メンバー
が盛んに撮影していたのは、絵画のような叙情性を特徴とする芸術写真と
呼ばれるものでした。
　この作品は、東京滞在中に水道橋の坂の上から電車が降りてくるところ
を撮影したもので、日本光画協会展に出品し、特選となった植田の初期の
代表作です。印画紙を丸めたり、たわめたりしながらプリントすることに
より、人物や建物が縦に長く変形し、不思議な感覚が強調され独特の世界
が広がっています。また、印画紙の表面にオイルを塗って、絵具や鉛筆な
どで修正を施す " 雑巾がけ "と呼ばれる加筆技法を用いて、黒いところは
より黒く描きこまれ、白と黒の際立ったコントラストを生み出しています。
■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）

URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/



　

行
政
相
談

行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

と

き　

８
日
㈫
、
28
日
㈪

　
　
　
　

２
月
５
日
㈫

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

協
働
推
進
課
（
☎
23―

５
３
７
３
）

　

人
権
相
談

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

と

き　

10
日
㈭
、
２
月
12
日
㈫

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23―

５
４
１
５
）

　

米
子
市
消
防
出
初
め
式

と

き　

１
月
13
日
㈰

◆
式
典

　

時

間　

午
前
９
時
30
分
〜

　

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

◆
分
列
行
進
、
一
斉
放
水

　

時

間　

午
前
11
時
30
分
〜

　

と
こ
ろ　

米
子
港
ふ
頭

※
当
日
午
前
７
時
に
消
防
車
両
が
サ
イ

レ
ン
を
吹
鳴
し
、
出
初
め
式
の
挙
行
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
火
災
な
ど
と

お
間
違
え
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
生
命
、
財
産
を
守
る

た
め
、
活
動
し
て
い
る
消
防
職
員
や
消

防
団
員
の
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
（
☎
23―

５
３
３
８
）

　

第
33
回
米
子
市
人
権
・

同
和
教
育
研
究
集
会

　

〜
み
ん
な
で
差
別
を
な
く
し

幸
せ
な
社
会
を
実
現
し
よ
う
〜

と

き　

17
日
㈭

午
前
９
時
20
分
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ほ
か

◆
記
念
講
演

講
師
…
仲な

か
し
ま島
正ま

さ
の
り教
さ
ん
（
教
育
サ
ポ
ー

タ
ー
）

「
あ
ー
よ
か
っ
た
な　

あ
な
た
が
い
て

　

〜
つ
な
が
り
と
感
動
〜
」

※
意
見
発
表
や
分
科
会
も
あ
り
ま
す
。

※
参
加
無
料
、
手
話
通
訳
あ
り
。

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23―

５
４
１
５
）

　

突
然
被
害
者
に
な
っ
た
と
き
、

 

自
己
の
対
応
と
社
会
の
支
援
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と

き　

２
月
８
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

 

◆
講
演

「
犯
罪
被
害
者
の
現
状
と
必
要
な
支
援
」

講
師
…
本も

と
む
ら村 

洋ひ
ろ
し

さ
ん

（
山
口
県
光
市
母
子
殺
人
事
件
の
被
害

者
遺
族･

全
国
犯
罪
被
害
者
の
会
「
あ

す
の
会
」
幹
事
）

◆
本
村
洋
さ
ん
と
県
内
被
害
者･

支
援

　

者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

※
入
場
無
料
、
手
話
通
訳･

託
児
あ
り
。

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23―

５
４
１
５
）

　

今
月
の
納
期
・
・
・
市
県
民
税
４
期　

国
民
健
康
保
険
料
７
期　

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

20歳になったら国民年金
　日本国内に住んでいる 20歳以上 60歳未満の方はすべて、国民年金に加入しなければな
りません。国民年金は、保険料を納めた方が、その納付実績に応じて老後に年金給付を受
けるという制度です。また、老後だけでなく思わぬケガや病気で障がい者となったとき、また、配偶者を亡くして遺族
になったときなどにも年金が支給される制度です。20歳になった方は、国民年金への加入手続きをして保険料を納める
ようにしてください。所得が少ない等の理由で保険料を納められない場合は、保険料の納付を免除する制度があります
のでご相談ください。免除等を受けた期間の保険料については、10年以内であれば、あとから保険料を納めることもで
きるようになっています。
　なお、会社員や公務員の方で 20歳になったとき、すでに厚生年金や共済年金に加入している場合は、自動的に国民
年金にも加入されていますので、新たな手続は必要ありません。また、厚生年金や共済年金の加入者である方に扶養さ
れている配偶者（第３号被保険者）は、厚生年金等加入者の勤務先で第３号被保険者に該当するための手続をお願いし
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ　保険年金課年金係（☎２３―５１４２）



　

臨
時
職
員
、
非
常
勤
職
員
募
集

●
本
庁
専
任
宿
日
直
員
・
１
人

応
募
資
格

平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
淀
江
支
所
専
任
宿
日
直
員
・
３
人

応
募
資
格

平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
同
和
地
区
生
活
相
談
員
・
１
人

応
募
資
格

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有
す
る
方

試
験
日
・
科
目

２
月
２
日
㈯
・
教
養
、
作
文
、
面
接

採
用
予
定
日　

平
成
20
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間

４
日
㈮
〜
17
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
職
員
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
受

験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、
受
験
申
込
書
の
請
求
、
問

い
合
わ
せ

職
員
課
（
☎
23―

５
３
４
１
）

　

米
子
市
公
民
館
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数

主
事
（
非
常
勤
職
員
）・
１
人

職
務
内
容　

公
民
館
の
管
理
・
運
営
、

事
業
の
実
施
等
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

求
め
る
人
材　

生
涯
学
習
に
対
す
る
熱

意
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
有
す
る
方

試
験
日
・
科
目
・
場
所

２
月
17
日
㈰
・
教
養
、
適
性
、
作
文
、

面
接
・
場
所
は
別
途
通
知

採
用
予
定
日　

平
成
20
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間

４
日
㈮
〜
18
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
生
涯
学
習
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
（
受
験
申
込
書
同
封
）
は
、

生
涯
学
習
課
、各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
（
☎
23―

５
４
４
２
）

　

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
指
導
員
募
集

募
集
職
種
・
人
員

米
子
市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
専
任
指
導

員
（
非
常
勤
職
員
）・
１
人

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有
す
る
方

試
験
日
・
科
目

２
月
24
日
㈰
・
作
文
・
面
接

※
場
所
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

採
用
予
定
日　

平
成
20
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間

７
日
㈪
〜
31
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

※
受
験
案
内
（
受
験
申
込
書
同
封
）
は
、

生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
（
☎
23―

５
４
４
１
）

　

米
子
市
教
育
文
化
事
業
団

　

臨
時
職
員
・
非
常
勤
職
員
募
集

●
管
理
員
・
１
人

職
務
内
容　

公
会
堂
な
ど
に
勤
務
し
、

ボ
イ
ラ
ー
の
運
転
管
理
と
窓
口
業
務
に

従
事
し
ま
す
。

応
募
資
格　

ボ
イ
ラ
ー
２
級
以
上
・
危

険
物
取
扱
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は
平

成
20
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
方

●
管
理
員
・
２
人

職
務
内
容　

文
化
ホ
ー
ル
、
淀
江
体
育

施
設
な
ど
に
勤
務
し
、
受
付
業
務
や
保

守
管
理
業
務
な
ど
に
従
事
し
ま
す
。

●
司
書
・
１
人

職
務
内
容　

図
書
館
に
勤
務
し
、
司
書

補
助
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

応
募
資
格　

司
書
資
格
を
有
す
る
方
ま

た
は
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
方

※
共
通
資
格

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有
す
る
方

試
験
日
・
科
目

１
次
試
験
…
29
日
㈫
・
作
文

２
次
試
験
…
２
月
12
日
㈫
・
面
接
・

　
　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
実
技

試
験
会
場　

文
化
ホ
ー
ル

採
用
予
定
日　

平
成
20
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

４
日
㈮
〜
18
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

受
験
案
内
の
請
求
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ

米
子
市
教
育
文
化
事
業
団
事
務
局

（
文
化
ホ
ー
ル
内
☎
35―

６
４
１
１
）

　

米
子
市
観
光
協
会
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数

非
常
勤
職
員
・
１
人

職
務
内
容

米
子
市
観
光
案
内
所
（
米
子
駅
構
内
）

と
事
務
局
に
勤
務
し
、
来
訪
者
に
対
す

る
観
光
案
内
業
務
、
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
の
予
約
・
手
配
な
ど
に
従
事
し
ま
す
。

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有
す
る
方

試
験
日
・
科
目
・
場
所

18
日
㈮
・
作
文
、
面
接
試
験
・
米
子
市

観
光
セ
ン
タ
ー
（
皆
生
温
泉
）

採
用
予
定
日　

平
成
20
年
２
月
１
日

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
記
入
の

う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
米
子
市
観
光
協
会
（「
米

子
駅
前
サ
テ
ィ
」
４
階
）
に
あ
り
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

４
日
㈮
〜
14
日
㈪
（
当
日
必
着
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

米
子
市
観
光
協
会
（
☎
37―

２
３
１
１
）



　

認
知
症
高
齢
者
見
守
り
支
援
員
養
成

　

研
修
会
の
研
修
生
を
募
集
し
ま
す

　

認
知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
に
代
わ
っ
て
見
守
り
を
す
る
「
支
援

員
」
の
養
成
研
修
を
行
な
い
ま
す
。
参

加
無
料
で
す
。
研
修
修
了
者
に
は
修
了

書
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、実
習
後
は
、

地
域
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

と

き

２
月
７
日
㈭
・
14
日
㈭
・
21
日
㈭

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」

対

象　

20
歳
以
上
で
全
日
程
に
参
加

で
き
る
方

定

員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

31
日
㈭

申
込･

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
（
☎
22

―

２
７
０
３
・
月
曜
日
〜
金
曜
日
・
午

前
10
時
〜
午
後
5
時
受
付
）

　

自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
▼
2
等
陸
・
海
・
空
士

※
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地
域

事
務
所
（
西
福
原
３
丁
目
☎
33―

２
４
４
０
）か
市
役
所
総
務
管
財
課（
☎

23―

５
３
３
１
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

●
13
日
㈰
午
前
８
時
30
分
・
米
子
市
役

所
集
合
・
行
き
先
…
就
将
校
区
内
神
社

め
ぐ
り
（
深
浦
神
社
ほ
か
）

・
行
程
約
６
キ
ロ
・
解
散
予
定
…
正
午

●
２
月
10
日
㈰
午
前
８
時
30
分
・
米
子

市
役
所
集
合
・
行
き
先
…
住
吉
公
民
館

（
次
年
度
の
予
定
を
話
し
合
い
ま
す
。）

・
行
程
約
６
キ
ロ
・
解
散
予
定
…
正
午

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23―

５
４
２
６
）

　

ト
ラ
ベ
ル
中
国
語
会
話
講
座

　

日
常
生
活
で
よ
く
使
う
実
践
会
話

や
、
施
設
の
利
用
方
法
な
ど
を
学
ぶ
、

旅
行
の
た
め
の
中
国
語
講
座
を
開
催

と

き　

２
月
５
日
㈫
〜
３
月
25
日
㈫

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時

（
全
８
回　

原
則
と
し
て
火
曜
日
）

と
こ
ろ

市
役
所
４
０
２
会
議
室
ほ
か

対

象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
発
音

記
号
（
ピ
ン
イ
ン
）
が
読
め
る
方

講

師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　
　
　
　

張チ
ャ
ン 

紅ホ
ン 

涛タ
オ

受
講
料　

無
料

（
資
料
代
５
０
０
円
が
別
途
必
要
で
す
）

募
集
人
員　

25
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

※
15
日
㈫
午
前
8
時
30
分
か
ら
電
話
受

付
開
始

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課
（
☎
23―

５
３
７
４
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座

　

妻
木
晩
田
遺
跡
の
見
学
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
お
客
さ
ま
を
案
内
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
、
新
規
に
養
成
す
る

講
座
（
全
９
回
）
を
開
講
し
ま
す
。
あ

な
た
も
妻
木
晩
田
遺
跡
の
魅
力
を
発
信

す
る
担
い
手
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

募
集
期
間　

18
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ　

妻
木
晩
田
遺
跡
事
務
所

（
☎
37―

４
０
０
０
）

　

経
理
事
務
補
助
講
習

講
習
期
間　

23
日
㈬
〜
２
月
８
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会

場　

ケ
イ
ズ
株
式
会
社（
両
三
柳
）

対

象　

50
代
後
半
〜
60
代
前
半
の
就

職
・
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

募
集
期
間　

11
日
㈮
ま
で

受
講
料　

無
料

◆
講
習
修
了
者
へ
の
面
接
会
を
行
な
い

ま
す
。
新
規
に
採
用
を
お
考
え
の
事
業

主
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
（
☎
37―

２
５
３
１
）

『新修米子市史　第四巻　通史編現代』
昭和20年 8月の終戦から，平成12年の20世紀末までの戦後 55年間は、米子
市が農村的社会から都市的社会へ変貌した時代です。本巻は、米子市が産業の
近代化による経済の高度成長に伴って急速に都市化し、地方中核都市として機
能を充実させた、活力に満ちた都市に発展してきた様子を記述した現代史です。
■２月発刊予定
■１月末までにご予約いただくと、特価 5,000 円 ( 税込 )
　２月以降は 7,000 円＋税となります。 
■取扱書店　油屋書店、今井書店、大谷書店、杉島書店、すずや書店、
　　　　　　ひらおか書店、米子書店
■問い合わせ　米子市立図書館図書納入組合 (☎３２－１５５１) 清洞寺岩から見た米子港（昭和20年代）



" フレッシュタウン "錦海団地の住宅用地を分譲しています。完売間近です。お申込みはお早めに！
■１区画あたりの面積　268.45㎡～ 360.57㎡
■分譲価格　14,758,888円～ 20,227,977円
■分譲の条件　・５年間は住宅敷地以外の用途に使用できません。
　　　　　　　・５年間は第三者に譲渡や貸付けはできません。
　　　　　　　・契約保証金として、契約時に分譲代金の１割を
　　　　　　　　納付していただきます。
■申込方法　所定の申込書に住民票を添えて、都市計画課（本庁
　　　　　　舎２階）にお申し込みください。
■受付期間　随時受付
※分譲する区画が完売したときは、受付を終了します。
■譲渡人の決定　申込み順に譲渡人を決定します。
■問い合わせ　都市計画課建設総務係 (☎２３－５２４４）
※くわしい内容は、「米子市ホームページ」にも掲載しています。

青年海外協力隊
鳥取県ＯＶ会帰国報告会

県内出身の青年海外協力隊経験者による帰国報告と各国の料理を食
べながらの交流会を行ないます。入場無料です。
■と き　26日（土）　午後１時～４時
■ところ　「米子駅前サティ」４階
○帰国報告　・秋

あきます

桝哉
か な こ

子さん（ニカラグア /大山町出身），
　　　　　　・渡

わたなべ

辺由
ゆ み

美さん（スリランカ /境港市出身），
　　　　　　・信

のぶもと

本恵
け い こ

子さん（カンボジア /琴浦町出身）
○食文化サロン（アジア、大洋州、アフリカ、南米各国の料理、隊
　員ＯＶのパフォーマンスや交流）
○各国の民芸品、現在活動中の隊員の近況などのパネル展示
■問い合わせ　鳥取県ＪＩＣＡデスク（☎０８５７－３１－５９５１）
　　　　　　　生涯学習課（☎２３－５４４１）　

だんだん広場をご利用ください
憩い、語らいの場として、また野外コンサート、演劇、祭りなどの
イベントにご利用ください。
■場所　明治町（ＪＲ米子駅前東側）
■面積　2,615 ㎡
※駐車場は、西部総合事務所（無料）をご利用できます。
　米子駅地下駐車場・周辺駐車場は有料です。
■利用料金　基本料金…使用面積１㎡につき１日 ３円
　（ただし、33㎡以下の使用は、一律 100円）
※利用面積、催物の内容などにより、料金が無料になる場合があり
ます。くわしくは、ご相談ください。 
■申込・問い合わせ
鳥取県西部総合事務所建築住宅課
☎３１－９７５３　FAX３１－９６５４　
Ｅメール…　seibu_seikatsukankyo@pref.tottori.jp

「よなご市民債」完売しました
市民の皆さんに給食調理場の施設整備資金の提
供者となっていただく「よなご市民債」は、11
月14日から募集を開始し、ご好評のうちに完売
いたしました。
ご協力ありがとうございました。

「よなごの宝88選」シンポジウム
「よなごの宝88選」は地域に埋もれている宝や
その原石を、市民の皆さんとともに掘り起こし、
将来に活かしていくことを目的にしています。
◆基調講演
「埋れた地域の宝を掘起す－よなごの宝88選―」
講師：川

かわばた

端五
ご へ え

兵衞さん（前近江八幡市長）
※どぶ川になっていたため、埋め立てて駐
車場にすることが決まっていた「八幡掘」
を住民運動でくつがえし、「八幡堀」の復活
を成し遂げられています。

◆パネル討論
歴史の掘り起こし・地域文化の振興について、
パネリスト４人でパネル討論を行ないます。
と き　２月３日（日）
　　　　午後１時30分～４時30分
ところ　「ふれあいの里」大ホール　
※入場整理券が必要です。
　くわしくは、お問い合わせください。

問い合わせ
よなごの宝８８選実行委員会事務局（文化課内）
☎２３－５４３６　FAX２３－５４１４
Ｅメール　bunka@yonago-city.jp



市有地と市有建物を売り払います
　一般競争入札により市有地と市有建物を売り払いま
すので、買受希望の方はご参加ください。
■売払物件
①建物・土地（元市営葬儀事務所）
所在地…長砂町 985番地２
・建物　鉄筋コンクリート造　陸屋根平家建
　　　　床面積　245.96 ㎡
・土地　宅地　630.53 ㎡

②土地　
所在地…祇園町二丁目 29番 20
宅地 171.11 ㎡

③土地　
所在地…上後藤四丁目 869番 26
宅地 205.02 ㎡

■現地説明会の日時・場所
と き　28日（月）
①…午後２時　②…午後３時　③…午後４時
ところ　売払物件所在地
■一般競争入札会の日時・場所
と き　２月６日（水）　
①…午後２時　②…午後２時30分　③…午後３時
ところ　市役所本庁舎２階　202会議室
■注意事項
（１）米子市行政サービスの利用制限措置として、市税等
の滞納がある方には、原則、売り払うことができません。
（２）現地説明会、入札会に参加される方は、事前に入
札契約課に申込みをしてください。
申込期限…現地説明会は 25日（金）、入札会は２月１日
（金）で、いずれも午後５時までです。なお、現地説明
会は電話での申込みが可能です。
（３）入札当日、現金又は銀行振出小切手で、入札金額
の 10％以上の入札保証金を納付する必要があります。
ただし、落札者以外の入札保証金は、返還します。
（４）くわしくは、入札契約課で交付している入札心得
書か、「米子市ホームページ」をご覧ください。

■問い合わせ　入札契約課契約係（☎２３－５３６５）

米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

尚 徳
住 宅 青 木 14 簡易耐火

平 屋 建 3K 7,700
～ 12,700 S44

大工町
住 宅 大工町

110 中層耐火
5 階 建 1K 9,100

～ 15,100 S54（単身向・老人等優先入居）

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）がある方。
ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身
でのお申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合うこと。
●現に住宅に困窮していることが明らかな方
●米子市税などに滞納がないこと。
■老人等優先入居
60歳以上の方、障がいがある方などについては、優先入居（応
募者が複数の場合は抽選）の制度があります。それぞれ条件が
ありますので、くわしくは、お問い合わせください。
■申込受付期間　７日（月）～ 16日（水）　土・日・祝日を除く。
■申込受付場所　建築課（本庁舎２階）、淀江支所地域整備課
■申込みに必要な書類
住宅申込書、収入に関する証明書、住民票（世帯全員のもの。
外国人の場合は、外国人登録法第４条第１項の登録を受けてい
ることを証明する書類）。その他、申込理由により添付書類が
必要となる場合があります。
住宅申込書などは建築課、淀江支所地域整備課にあります。
■入居選考方法　18日（金）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　２月１日（金）
次回の市営住宅入居者募集期間は２月１日～ 12日の予定です。
■問い合わせ　建築課（☎２３－５２６３）
特定公共賃貸住宅（所在地：陰田町　3LDK　家賃月額
69,000円）の募集も行なっています。上記公営住宅に比
べ収入基準が高く、20万円から 60万1,000円までの世帯
が対象となります。特定公共賃貸住宅についてのお問い合
わせは、随時受け付けています。

定期駐車場の利用者を募集します
■場 所　末広町
　（米子駅前簡易駐車場）
■区画数　50区画
　（屋外、平面）
■料 金　
　１か月　8 , 4 0 0 円
■申込・問い合わせ
　米子駅前開発㈱
　（☎ 2 2ー 5 4 7 5）



■申込・問い合わせ
　健康対策課　（☎ 23－5452 ～ 5454）
　（錦町一丁目「ふれあいの里」３階

　米子市保健センター内）

新たに成人式を迎えるみなさんへ

献血へのご協力をお願いします
１月１日から２月29日までの間、若い世代を中心とする幅広
い世代に献血へのご理解とご協力を求めるため、「はたちの
献血」キャンペーンを実施します。
みなさんは献血をしたことがありますか？
国内の医療で使用するすべての血液製剤を、私たちの献血に
よって確保することが大きな課題とされています。
そして、今、輸血を必要とする方の副作用軽減のために、
「400ml 献血」「成分献血」が求められています。
成分献血、400ml 献血、200ml 献血は、日赤血液センター
でできます。ご協力をお願いします。
■と き　毎週水曜日
　　　　　午前９時～午後１時、午後２時～４時30分
　　　　　（ただし、成分献血の受付は午後４時まで）
■ところ　日赤血液センター西部出張所
　　　　　（鳥取大学医学部保健学科棟１階）
■対象者　18～64歳
※ 60～64歳までに献血をしたことがある方は69歳まで可
■所要時間　成分献血…約１時間
　　　　　　400ml、200ml 献血…約20分間
■問い合わせ
　市役所健康対策課（☎２３－５４５１）
　日赤血液センター西部出張所（☎３８－７１９４）

マタニティー
応援教室

申込みはいりません。母子健康手帳を持って、
気軽にお出かけください。
■対象者　妊娠中のママとパパ
■ところ　保健センター
　　　　　（「ふれあいの里」３階）
■日程と内容

15日
( 火 )

◎お口の手入れ
◎パパにもできる赤ちゃんのお世話
◎妊娠中・産後の食事
◎もく浴体験 (赤ちゃんの人形で実際に
　お風呂の入れ方を体験します )

２月
25日
( 月 )

◎先輩ママの体験談
◎おっぱいの手入れ ( 実際の手入れは、
　妊娠37週を過ぎてから )
◎お産を楽にするコツ (陣痛が始まって
　からの心構え、呼吸法など )

※時間はいずれも午後１時30分～４時です。

米子駅→

←境港方面

↑
皆
生
方
面

松
江
方
面
↓

裁判所

中国電力

商工会議所
鳥大付属病院

鳥大付属病院
第 ２ 駐 車 場

鳥大医学部
保健学科棟

国
道
９
号

鳥取県赤十字
血液センター
西 部 出 張 所



お子さんの予防接種
◆結核予防接種

生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった場合は、
次月以降に受けてください。
ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をご持参ください。母子健康手帳が
ないと受けられません。「予防接種と子どもの健康」の冊子
を読んできてください。体温は接種場所で測ってください。

対 象 児 接 種 日
H19年９月27日～10月17日生 １月17日（木）
H19年10月18日～10月31日生 １月31日（木）
H19年11月 1 日～11月14日生 ２月14日（木）

※生後３か月で接種します。生後６か月未満で
　接種を受けていない方も受けてください。
※ツベルクリン（結核検査）はなくなりました。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種
対　象　児 １回目 ２回目
H19年２月生 １回目の接種を受けてい

ない方は、下記の日程で
１回目、２回目を受けて
ください。

１月16日（水）

H19年３月生 ２月13日（水）

H19年４月生 ３月19日（水）

H19年５月生 １月 30日（水）
４月以降予定

H19年６月生 ２月 27日（水）

※７歳６か月未満で接種を受けていない方も受けてくだ
　さい。
※６週間以上の間隔をおいて２回飲みます。間隔は６週
　間以上であれば、いくら長くてもかまいません。

平成13年４月２日～
平成14年４月１日生まれのお子さんへ

麻しん（はしか）・風しんの
予防接種はおすみですか？

平成18年６月２日に予防接種法施行令が改正され、
過去に麻しん、風しん予防接種をそれぞれ 1回すま
されたお子さんも、小学校就学の前年度（年長さん）
に麻しん風しん混合（MR）ワクチンを接種すること
になりました。
無料で接種できるのは平成20年３月31日までです。
■費用　無料
■接種場所
年間を通して米子市が委託している医療機関で実施
しています。「ごみ分別収集カレンダー＆健康ガイ
ド・国保ガイド」の17ページをご覧ください。
■接種を受ける時は…
・医療機関に予約をしてからお出かけください。
　接種の際には、医師にご相談ください。
・母子健康手帳、お送りした「麻しん風しん混合予
　防接種予診票」を持参してください。
　予診票がない場合は、医療機関にあるものを使っ
　てください。
・予診票を記入のうえ、体調の良いときにお出かけ
　ください。
・体温は接種場所で測ってください。

生活習慣病予防教室
みんなで運動して身体をほぐしましょう！ぜひ、ご参加ください。

２月１日(金 )
午後１時30分～

３時30分

講演　「１に運動、２に食事、しっかり禁煙、最後に薬」
～良い生活習慣は、気持ちがいい～

　　　…鳥取大学医学部　社会医学講座　病態運動学分野　准教授　加
か と う

藤敏
としあき

明さん

運動実技　「生活の中に取り入れよう！健康づくりの簡単運動」
　　　　　…鳥取大学　健康スポーツ科学　加

か と う

藤朋
と も こ

子さん

■受付時間　午後１時～　　　　■会場　｢ふれあいの里 ｣１階大会議室
※駐車場が大変混み合いますので、自家用車でのご来場は、なるべくご遠慮ください。



　クラブ参加者募集中
　「木のおもちゃクラブもくもく」
　（初心者の日）
23日（水）午前10時～正午、材料代
400円、大人対象。簡単な木のパズル
を作ります。電動糸のこ初心者大歓迎。

　自由工作コーナー
毎日午前９時～午後５時。12日（土）
からは「おめんいろいろ」もできます。
　こんにちは赤ちゃん
　(共催・こんにちは赤ちゃん実行委員会 )
20日（日）午前10時～ 11時30分、
小学５年生～大学生対象。定員50人。
０歳児のお父さん、お母さん 20組、
赤ちゃんと一緒に参加してみません
か。参加費100円。電話受付中。
　みなとやまプレーパーク
毎週日曜日、14日（月）午前10時～
午後４時30分。「自分の責任で自由に
遊ぶ」をモットーとした冒険遊び場（屋
外）を開いています。幼児～大人対象。
６日は「わら細工に挑戦！」をします。
　木

き む ら

村研
けん

さん講演会・講習会
19日（土）午前10時～ 11時30分・講
演会「子どもの心を豊かに育てるおも
ちゃ」、午後２時～４時は「手作りお
もちゃ指導者講習会」。定員30人。そ
れぞれ電話受付中。対象･一般、無料
　米子市児童文化センター出張事業
　（共催：まなびネットきずな）
ラッパやひこ
うきなど作っ
て遊べる工作、
ベーゴマ・け
ん玉遊び、わらべうた・絵本の読み
聞かせを『おおぞら号』に満載して出
かけます。１月26日、２月９・23日、
３月８・22日、午前 10時～正午、午
後２時～４時。出張料 1000円。材料
代１人10円～ 200円
■開館時間　午前９時～午後５時

■電話受付　午前８時30分～午後５時
■今月の休館日
　毎週火曜日、２日、３日、16日
■毎週金・土は、施設の使用申請があ
れば有料で午後10時まで開館

　米子水鳥公園
☎２４－６１３９

　スロープ企画展
「フェザーカービング＆野鳥の羽毛展」
11 日（金）まで。会場：水鳥公園
ネイチャーセンタースロープ
※美しい野鳥の羽根の標本と、精巧
な木彫りの羽根の作品を多数展示。
　元旦特別観察会
　「初日の出！コハクチョウ観察会」
１月１日（火）午前７時～８時・申
込不要。どなたでも参加できます。
　特別企画「ドングリコマ回し大会」
ドングリでコマを作って遊びません
か？プレゼントもあります！
１月１日（火）～４日（金）開館中
いつでも・申込不要。
　手作り自然教室
　「水鳥の絵を描く会Ⅱ」
６日（日）午前９時～正午・小学生
対象先着 15人。要予約。会場：水
鳥公園ネイチャーセンター
　自然観察会
「オナガガモのプロポーズ大作戦！」
２月９日（土）午後１時30分～３時・
申込不要。どなたでも参加できます。
集合：水鳥公園ネイチャーセンター
■行事へのご参加には、高校生～70歳
未満の方は入館料(300円)が必要です。
■開館時間
午前８時30分～午後５時30分
（ただし、土・日・祝日は、午前7時
～午後5時30分）
■今月の休園日　元旦を除く毎週火曜
日。１月１日～３日（木）は臨時開館。
開館時間は午前８時～午後５時。（元
旦のみ午前７時から開館）

プラネタリウム室では

その他館内では

　児童文化センター
☎３４－５４５５

解説員が楽しく語りかける「今夜見え
る星空と星座物語（オリオン座･イシ
スの星物語 )」など。
・プラネタリウム投影時間

平日 土・日・祝日
－ 午前10時45分
－ 午前11時45分

午後 2 時 午後２時
午後３時 午後３時
－ 午後４時

・観覧料金
　小中学生50円、大人300円、70歳
　以上と幼児（保護者同伴のこと）は
　無料、土曜日は小中学生無料
・団体の電話予約可 (団体割引あり）

おはなしや、絵本の世界へどうぞ。
当日自由参加です。
　えほんとわらべうた
９日、23日、30日（水）午前10時30分
～11時・「ハイハイよちよちコース」（０
歳～）、11時10分～11時40分・「たん
たんピョンピョンコース」（１歳以上）、
子どもと一緒に楽しみましょう。
　おはなしのへや
（共催：朗読ボランティア火曜の会）
13日（日）午前11時～11時30分・『ね
ずみくんのチョッキ』ほか、午後２時
30分～３時10分・『しろねこしろちゃ
ん』ほか。紙しばいや絵本の読み聞か
せなど。幼児～大人対象
　大人が楽しむおはなし会
23日（水）午後２時～４時・大人対象・
ストーリーテリングや、絵本の読み聞
かせなどの勉強会
　だくちるおはなし会
26日（土）午後２時15分～３時・「ゆき
おんな」ほか、絵本、おはなし、手遊
びなど。幼児～大人対象

図書室では

クラブ室では



　山陰歴史館
☎２２－７１６１

　第３回　歴史館コンサート
本
ほんごう

郷良
よ し え

枝さんによるマリンバ演奏会。
演奏曲目（予定）は「さくらさくら」、
「ふるさと」、「トロイメライ」など。
18日（金）午後７時～８時30分（開場
午後６時30分）・参加費500円（コー
ヒー、お菓子つき）、定員60人
※前売券が必要です。当日券なし。
　民話のへや
　（共催：ほうき民話の会）
20日（日）午後１時30分～２時20分、
２階「いろりの間」
民話４話（干支の始まり・若水汲み・
雪女・おんちょろちょろ）
民具ひとくち解説
　米子ここ一番写真コンテスト
　作品募集中！
来館者の人気投票で「ここ一番！」な
写真を決定する写真展。
米子で「ここ一番！」というお気に入
りの場所を紹介しませんか。
応募締切は 14日（月）です。
■今月の休館日
毎週火曜日、１～３日、16日
■開館時間　午前９時30分～午後６時
（入館は午後５時30分まで）

◆特に記載のないものは参加自由・無料です。
　入館料が必要な場合もありますので、
　各施設までお問い合わせください。
◆翌月上旬までの催しを掲載しています。

   市立図書館
☎２２－２６１２

　つつじ読書会
２月２日（土）午後２時・特設文庫室
加地伸行著（中央新書）「儒教とは何か」
（後半）
　おはなし会
● 10日・17日・24日（木）
　（協力：ほしのぎんか）
● 18日（金）（協力：火曜の会）
午前10時40分～ 11時30分・親子読
書コーナー・紙芝居や絵本の読み聞か
せ・わらべうた・パネルシアターなど
　伯耆文化研究会１月例会
12日（土）午後１時30分・大会議室
研究発表
・「美作（岡山県）奥津町に遺っていた
　守礼について」…安

あ べ

部龍
たつひこ

彦さん
・「史実と伝承　伯耆志を例として」
　…国

く に だ

田俊
と し お

雄さん
　古文書研究会
19日（土）午後１時30分・大会議室・
「江戸末期の米子俳人の句を読む」（第
２回）　講師…中

なか

　　宏
こう

さん
　ビジネス支援「特許情報相談会」
22日（火）午前10時30分～午後４時・
特設文庫室
　鳥取大学医学図書館主催・米子市立
　図書館・境港市民図書館・南部町立
　図書館共催講演会
25日（金）午後２時～４時・大会議室
講師…山

やまむろ

室眞
ま ち こ

知子さん（元京都南病院
図書室主任司書）
演題…「患者・市民が求める医学情
報サービス　まず図書館へ行ってみよ
う！　～京都南病院図書室の一般公開
から～」
　「団塊の世代応援セミナー」
　県立図書館主催・米子市立図書館等
　共催
26日（土）午前11時～午後５時・大会
議室・定員12人

（第１回）創業の準備、ビジネスチャ
ンスの見つけ方
講師…西

にしはら

原哲
て つ や

也さん（㈱アルマ経営研
究所取締役チーフコンサルタント）
・申込みは…県立図書館支援協力課
　　　　　　（☎ 0857-26-8155）
■開館時間　午前10時～午後６時
■今月の休館日
毎週月曜日、１～３日、31日

淀江歴史民俗資料館（☎５６－３３１６）
■今月の休館日
　毎週火曜日、１～３日、16日
■開館時間　午前９時30分～午後６時

福市考古資料館（☎２６－３７８４）
■今月の休館日
　毎週火曜日、１～３日、16日
■開館時間　午前９時30分～午後５時

米子市美術館（☎３４－２４２４）
■今月の休館日
　毎週水曜日、１～３日
■開館時間　午前10時～午後６時

鳥取環境大学公開講座
■とき　26日（土）
　　　　午前10時30分～正午
■ところ　今井書店「本の学校」
　　　　　（新開二丁目）
■テーマ
天ぷら油が動かすスクールバス
～バイオマス燃料の可能性～
シリーズ②
『環節都市 (アースロポッドシティ )

によるまちおこし』
■講師　環境デザイン学科
　　　　教授　吉

よしむら

村 元
も と お

男さん
※受講は無料ですが、事前申込みが
　必要です。
■申込方法
電話、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれか
でお申し込みください。
■申込期限　24日（木）

問い合わせ

鳥取環境大学企画交流課
☎０８５７－３８－６７０４
FAX　０８５７－３８－６７０９
Ｅメール…

kouryu@kankyo-u.ac.jp



新米子の文化財
鉄
てつ

　茶
ちゃ

　釜
がま

　　県指定保護文化財　

　茶釜は茶道具の中でも重要な道具のひとつ
です。この鉄茶釜は鉄製で、器高 14.2 センチ、
口径 16.3 センチ、胴回り 83.6 センチ、重量 6.15
キログラムです。背が低く、厚手で口径が大き
いことが特色です。地肌は鯰

なまず

肌
はだ

、肩には小丸の
「あられ」が５段鋳出されています。地紋とし
ては陽鋳で線描きの十弁の菊化紋が３か所あり
他に２か所に弁模様がみられます。製作者は明
らかではありませんが、古い型式の釜と考えら
れ色調も良く、工芸的に価値が高いものです。

※個人蔵のため公開はしていません。　　　　　　　　■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３７）

水鳥公園からのたより

ナベヅル

■編集発行／米子市企画部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／合同印刷株式会社

　今年も、水鳥公園にツルがやってきてくれました。昨年はクロヅルでしたが、今年はナベヅルです。

ナベヅルは、2006年１月と３月に１羽が水鳥公園上空を通過したことはありましたが、今回は初めて園内に舞い降り、塒
ねぐら

入りしてくれました。

　ナベヅルは、国内では山口県と鹿児島県に毎年飛来している以外は、ごく稀
まれ

に飛来するだけです。近年、山陰地方では、

ときどき迷ってくる個体が確認されていて、この個体も同じく迷鳥と思われます。

　現在、ナベヅルは越冬地の一極集中が問題となっています。ナベヅルは世界に約１万羽が生息しているといわれていま

すが、そのうちの約8,000羽が鹿児島県出水市に集中しています。世界中のナベヅルの８割以上が一箇所に集中している

ということは、ここで大きな事故がおこると絶滅の危険性が一気に高まる恐れがあります。そこで、今日ではナベヅルの

越冬地を分散させようという試みがすすめられています。

越冬地が分散すれば、その分だけ絶滅の危険を回避でき

るからです。

　中海・宍道湖周辺には、たくさんのコハクチョウやマ

ガンが越冬できる水田地帯があります。この水田地帯は、

ナベヅルが新たな越冬地として利用できる要素が充分あ

ると思います。

　今回水鳥公園に迷ってきたナベヅルが、中海・宍道湖

の水田地帯を新たな越冬地と認めてくれれば、仲間を連

れて次の冬にやって来てくれるかもしれません。もしナ

ベヅルが毎年やって来てくれるようになれば、中海・宍

道湖はツルとハクチョウが同時に観察できる地域として、

全国的に注目されるようになるでしょう。

水鳥公園指導員　桐
きりはら

原佳
けいすけ

介

米子市の人口と世帯数　平成19年12月 1日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比
人口 151,419人 ( ＋35人)　男性 71,963人 ( ＋25人)　女性 79,456人 ( ＋10人)　世帯数 61,905世帯 (＋30世帯)
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